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運用報告書（全体版） 

日本株セレクト･オープン“日本新世紀” 

日本・小型株・ファンド 

 

 
 

第39期（決算日：2019年６月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本・小型株・ファンド」は、

去る６月10日に第39期の決算を行いました。ここに

謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2024年12月10日まで（2000年３月31日設定） 

運用方針 

RUSSELL/NOMURA Small Capインデックスをベ
ンチマークとし、中長期的に同指数を上回る
投資成果をめざして運用を行います。マザー
ファンドを通じて、主としてわが国の小型株
式の中から、ボトムアップアプローチにより
成長性が高いと判断される銘柄を厳選して投
資します。株式の実質組入比率は、原則とし
て高位を維持します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド受益証券を主要投資対象
とします。このほか、当ファンド
で直接投資することがあります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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日本・小型株・ファンド

当期の運用において主眼をおいたポイントをご説明させていただきます。

投資環境
米中間の貿易戦争が激化したことなどを背景に世界経済の減速懸念が強まったことなどから小型株式市況
の動きを表す代表的な指数の１つであるRUSSELL/NOMURA Small Capインデックスは下落しました。

運用のポイント
株式市場では、独自の技術やノウハウを有し中長期的な成長魅力の高い銘柄への注目が継続すると考え、
こうした観点から個別企業調査・分析に基づく新規銘柄発掘や既存銘柄のフォローに注力し、銘柄の選別
を行いました。
新しい技術・サービスを創出する有望企業が増加しつつある新規公開市場に注目し、積極的な調査を実施
して新規投資企業の発掘や最新技術・サービスの情報収集に努めました。
個別銘柄選別をコアの投資戦略としつつ、不透明感の増した地政学リスクなどを注視し、マーケット全体
の方向性やセクター動向などにも留意した運用を行いました。

上記の運用を行った結果、ファンドの騰落率は、1.4％の下落となり、ベンチマーク（RUSSELL/NOMURA 
Small Capインデックス）の騰落率（－4.3％）を2.9％上回りました。セクター内の個別銘柄判断の結果、
情報・通信業行業の業種配分をオーバーウェイトとしたことや、「チームスピリット」や「そーせいグルー
プ」などの銘柄選択がプラスに寄与しました。

運用環境の見通しおよび今後の運用方針
2019年３月決算企業の決算発表が出揃
いましたが、2020年３月期業績見通し
は貿易摩擦問題や海外の景気動向などの
懸念に加え、人件費などのコスト上昇か
ら慎重な内容を発表する企業が多かった
という印象ですが、株価にほぼ織り込ま
れたものと考えております。
今後の業績見通しに慎重な見方をする企
業が多くみられた一方、小型株の中には
高い技術力や独創的なサービスなどで好
調な業績が続く見通しの企業もみられた
と感じております。今後も中長期的な成
長性や競争力などを勘案し、投資判断を
行う方針です。

ファンドマネージャーのコメント

株式運用部
ファンドマネージャー
日高 真一郎　　　　  高田 穣　　　　中川 雅嗣　　　東海林 潤

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 RUSSELL/NOMURA Small Cap 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

インデックス 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

35期(2017年６月12日) 18,289 2,400 30.4 504.62 8.5 97.5 － 2,240 

36期(2017年12月11日) 20,261 1,800 20.6 588.29 16.6 97.6 － 3,461 

37期(2018年６月11日) 21,195 1,000 9.5 595.29 1.2 96.9 － 5,358 

38期(2018年12月10日) 16,668 0 △21.4 508.52 △14.6 95.8 － 4,887 

39期(2019年６月10日) 16,440 0 △ 1.4 486.58 △ 4.3 96.7 － 4,227 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） RUSSELL/NOMURA Small Capインデックスは、RUSSELL/NOMURA 日本株インデックスを構成するインデックスの一つです。RUSSELL/NOMURA 

Small Capインデックスは、わが国の全金融商品取引所全上場銘柄の全時価総額（時価総額は全て安定持株控除後）の98％超をカバー

するRUSSELL/NOMURA Total Marketインデックスのうち、時価総額下位約15％の銘柄により構成されています。RUSSELL/NOMURA 日本

株インデックスは、Frank Russell Companyと野村證券株式会社が作成している株価指数で、当該指数の知的財産権およびその他一切

の権利は両社に帰属します。なお、両社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するも

のではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 RUSSELL/NOMURA Small Cap 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 インデックス 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年12月10日 16,668 － 508.52 － 95.8 － 

12月末 14,808 △11.2 471.86 △7.2 96.6 － 

2019年１月末 15,736 △ 5.6 490.28 △3.6 97.3 － 

２月末 16,509 △ 1.0 508.45 △0.0 97.3 － 

３月末 16,683 0.1 499.33 △1.8 96.2 － 

４月末 17,148 2.9 507.54 △0.2 96.8 － 

５月末 16,137 △ 3.2 473.44 △6.9 96.8 － 

(期  末)       

2019年６月10日 16,440 △ 1.4 486.58 △4.3 96.7 － 
 

（注）騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本・小型株・ファンド

運用経過
第39期：2018年12月11日～2019年６月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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ベンチマーク：左目盛

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 39 期 首 16,668円
第 39 期 末 16,440円
既払分配金 0円
騰 落 率 －1.4％

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ1.4％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－4.3％）を2.9％
上回りました。

ベンチマークとの差異

組み入れを行った一部の個別銘柄の一時的な株価上昇が基準価額
の一時的な上昇要因となりました。

上昇要因

個別銘柄の株価の下落が基準価額の下落要因となりました。
下落要因

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

第39期：2018年12月11日～2019年６月10日

投資環境について

国内株式市況
期首から2018年12月下旬にかけては、米中関係の悪化が懸念されたことなどから国内株式
市況は下落しました。
2019年１月上旬から４月中旬にかけては、米国金利の引き上げペースが緩やかになる可能
性や、中国の景気対策に対する期待などから、それまでの過度に悲観的な見方がやや後退し、
回復基調となりました。
４月下旬から期末にかけては、一時は楽観視されていた米中通商交渉において再度先行き不
透明感が台頭し、米中貿易問題が深刻化すれば日本企業の業績不安が高まることなどから、
国内株式市況は軟調に推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

日本・小型株・ファンド
日本・小型株・ファンド・マザーファンド受益証券を通じてわが国の小型株式に投資してい
ます。
マザーファンドの組入比率は高水準を維持しました。このため基準価額は、マザーファンド
に組み入れられた資産の市況変動の影響を大きく受けました。

日本・小型株・ファンド・マザーファンド
基準価額は期首に比べ0.5％の下落となりました。
国内小型株式のうち独自の技術やノウハウを有し、中長期的な成長が見込める企業などを中
心に選別投資を行いました。
組入銘柄数は概ね90～100銘柄程度で推移させました。目標株価への到達もしくは接近、
ファンダメンタルズの変化、新規投資候補銘柄との相対比較等を勘案し、適宜入れ替えを行
いました。期首、期末の比較では、創薬ベンチャーの「そーせいグループ」、インターネッ
ト広告を手掛ける「セプテーニ・ホールディングス」など25銘柄を新規に組み入れました。
一方、耐火物を手掛ける「黒崎播磨」、航空機リースの「ジャパンインベストメントアドバ
イザー」など24銘柄を全株売却しました。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

当該投資信託のベンチマークとの差異について

日本・小型株・ファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－4.3％）
を2.9％上回りました。実質的な運用を行っておりま
すマザーファンドでベンチマークを3.8％上回ったこ
とによります。

日本・小型株・ファンド・マザーファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマーク（RUSSELL/
NOMURA Small Capインデックス）の騰落率
（－4.3％）を3.8％上回りました。
当期は、セクター内の個別銘柄判断の結果、情報・通
信業の業種配分をオーバーウェイトとしたことや、
「チームスピリット」や「そーせいグループ」などの
銘柄選択がプラスに寄与し、ベンチマークを上回りま
した。パフォーマンスに寄与、影響した主な銘柄は以
下の通りです。

（％）

2018/12/10 ～ 2019/６/10
－5.0

－4.0

－3.0

－2.0

－1.0

0.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

プラス要因
銘柄
チームスピリット：勤怠管理や就業管理、経費精算など働く人が日々利用するアプリケー
ションをひとつのシステムにまとめた同社のサービスに着目し、期首より保有しました。働
き方改革などを背景に企業からの需要が増加し今後も成長が見込まれるとの期待などから、
株価は上昇しプラスに寄与しました。
そーせいグループ：創薬ベンチャーとして豊富なパイプラインに着目し、期中より保有しま
した。2019年12月期第１四半期決算が好調な内容で、通期での黒字化見通しの期待が高
まったことなどから株価が上昇し、プラスに寄与しました。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

マイナス要因
銘柄
Ｈａｍｅｅ：自社開発のＥＣ自動化プラットフォームに着目し期首より保有しました。一方
の主力商品であるモバイル（スマートフォン及び携帯電話）アクセサリーが新機種の販売不
振の影響を受けたことや、コスト増による業績鈍化懸念が嫌気され、株価が下落し、マイナ
スに影響しました。なお、期中に全株売却しました。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第39期
2018年12月11日～2019年６月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 8,188

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

日本・小型株・ファンド
今後の運用方針
日本・小型株・ファンド・マザーファンド受益証券を高位に組み入れる方針です。株式の実
質組入比率についても高位を維持する方針です。

日本・小型株・ファンド・マザーファンド
運用環境の見通し
2019年３月決算企業の決算発表が出揃いました。2020年３月期業績見通しは貿易摩擦問題
や海外の景気動向などの懸念に加え、人件費などのコスト上昇から慎重な内容を発表する企
業が多かったという印象ですが、株価にほぼ織り込まれたものと考えております。
小型株式市場についてはバリュエーション面では割安感が強まっていると考えており、個別
企業の堅調な業績推移が確認されれば、上昇トレンドに転じるものと考えております。
ただし、米中の貿易摩擦に対する懸念など主に海外に起因する不安定要素は依然として存在
しており、今後の動向に注意が必要だと考えております。

今後の運用方針
今後も、主としてわが国の小型株式の中から、ボトムアップアプローチにより成長性が高い
と判断される銘柄を厳選して投資することを基本とします。
日本の小型株市場は成長力のある企業が増加する一方、各社固有の競争力や戦略等による銘
柄間格差は拡大すると判断し、銘柄選別を強化する方針です。
今後の業績見通しに慎重な見方をする企業が多くみられた一方、小型株の中には高い技術力
や独創的なサービスなどで好調な業績が続く見通しの企業もみられたと感じております。今
後も中長期的な成長性や競争力などを勘案し、投資判断を行う方針です。また、個別銘柄選
別をコアの投資戦略としつつ、マーケット全体の方向性やセクター動向なども注視していく
方針です。
株価は調整局面が続いておりますが、日本の小型株市場はいまだ非効率的で、投資家に十分
に認知されていない成長企業は多く存在すると考えており、こうした成長企業への投資を継
続する方針です。
今後も個別企業の業績動向に焦点をあてた基本戦略である「ボトムアップアプローチ」を継
続し、企業訪問など直接コンタクトを積極化していく方針です。

日本・小型株・ファンド
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4

日本・小型株・ファンド

2018年12月11日～2019年６月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 131 0.806 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 61) (0.376) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 61) (0.376) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  9) (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 11  0.070  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 11) (0.070) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 142  0.877  

期中の平均基準価額は、16,189円です。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.62％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.75％

運用管理費用（投信会社）
0.75％総経費率

1.62％

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

○売買及び取引の状況 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 22,411 121,549 135,228 733,553 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,712,159千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,361,613千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.93   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

 

＜日本・小型株・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,208 892 21.2 4,503 804 17.9 

平均保有割合 45.7%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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日本・小型株・ファンド

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,137千円 
うち利害関係人への支払額（B） 605千円 

（B）／（A） 19.3％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年６月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 865,562 752,745 4,217,936 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年６月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 4,217,936 98.7 

コール・ローン等、その他 55,343 1.3 

投資信託財産総額 4,273,279 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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日本・小型株・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年６月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,273,279,106   

 コール・ローン等 45,437,870   

 日本・小型株・ファンド・マザーファンド(評価額) 4,217,936,146   

 未収入金 9,905,090   

(B) 負債 46,029,177   

 未払解約金 10,060,925   

 未払信託報酬 35,905,984   

 未払利息 88   

 その他未払費用 62,180   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,227,249,929   

 元本 2,571,287,234   

 次期繰越損益金 1,655,962,695   

(D) 受益権総口数 2,571,287,234口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,440円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,932,010,448円 

期中追加設定元本額 120,046,285円 

期中一部解約元本額 480,769,499円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.6440円です。 

 

○損益の状況 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        7,886   

 受取利息 11   

 支払利息 △        7,897   

(B) 有価証券売買損益 △   16,758,003   

 売買益 30,344,393   

 売買損 △   47,102,396   

(C) 信託報酬等 △   35,968,280   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   52,734,169   

(E) 前期繰越損益金 △  697,245,323   

(F) 追加信託差損益金 2,405,942,187   

 (配当等相当額) (  1,735,997,290)  

 (売買損益相当額) (    669,944,897)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,655,962,695   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,655,962,695   

 追加信託差損益金 2,405,942,187   

 (配当等相当額) (  1,736,052,110)  

 (売買損益相当額) (    669,890,077)  

 分配準備積立金 369,389,494   

 繰越損益金 △1,119,368,986   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年12月11日～ 
2019年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 1,736,052,110円 

分配準備積立金額 369,389,494円 

当ファンドの分配対象収益額 2,105,441,604円 

１万口当たり収益分配対象額 8,188円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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